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論文内容要旨
 呼吸筋酸素消費量の指標としては,Takishimaらによる死腔連続負荷装置を用いた換気応答
お
 検査の結果から計算された値(VO,resp)が用いられている。しかし,特にCOPD患者の測定
 においては呼気終末肺容量(EEV)の変化が直接測定値に影響するなどの問題が避けられない。
 これらの課題を解決するため,新たな死腔負荷システムを開発した。本研究は,呼吸筋酸素消費
 量の測定法の確立を目指し,健常者において新しいシステム下の換気反応や呼吸筋酸素消費量の
 測定を行い,その結果に基づき本システムで評価される指標について検討を行ったものである。
 対象は肺機能の正常な健常者26名(男性14名,女性12名;平均年齢27.6±6.0歳)である。
 死腔負荷装置は今回の研究のために新たに開発したもので,死腔量は20秒毎に100mlずつ機械
 的に段階的に増加させていくシステムとした。最大死腔量は3L,最小死腔量はOしであるが,
ゆ
 マウスピースなど接続部分に約60m1の死腔が存在する。換気量とVO,測定はフローセンサー
 と呼気ガス分析装置を用いて行い,吸入気は室内気とした。安静呼吸2分後,死腔負荷を開始し,
 死腔が3しに到達した時点で終了させた。死腔が3しに満たなくても,被験者が負荷に耐えられ
 なくなるか,あるいはSpO,が85%以下になれば測定を終了させた。呼吸困難度はBorgスケー
 ルを用いて評価させた。
 ロむ
 最終到達死腔量の平均は2111.5±621.2m1,VEの最大値は37.0±20.2L/minであった。VEは
 死腔増大とともに増大し,単位死腔量に対する換気増大の割合は,17.4±6.4L/mi11/しであった。
 また,呼気終末二酸化炭素濃度(P団CO,)に対する換気量増大の割合は1.3±LIL/min/mmHg
コロ
 であった。本システムを用いた測定において,V,とVO2の関係を見ると,大きく分けて「時計
 回り」とr反時計回り」の2種類のパターンがあり,呼吸筋酸素消費量の指標となる,いわゆる
り
 VO,respは死腔負荷解除後の安定回復過程のデータを採用して計算し,平均0,0437±0.O152で
ロ
 あった。また,このVO2respはVC,FEVlと有意な相関を示した(r=一〇.608,p<0.001;r一一〇.626,
 Pく0.001)。
ロ
 Takishimaらが報告した健常人のVO,respを比較すると,本研究での健常人の値の方がやや
 高値であった。呼吸筋酸素消費量測定の確立にむけて,さらに条件設定を行うことにより,信頼
 性の高い測定を目指していきたい。
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 審査結果の要旨
 本研究は,呼吸筋酸素消費量の測定法の確立を目指したものである。これまで,Takishima
 らによる死腔連続負荷装置による方法が用いられていたが,特にCOPD患者の測定においては
 呼気終末肺気星位が変動してみかけの酸素消費量を多くするため,無視できない問題があった。
 本研究では,それらの問題に対応するべく新たに死腔負荷システムを開発し,それを用いて実際
 に換気応答を解析し,呼吸筋酸素消費量としての指標となり得るかを確かめるため,健常者26
 名を対象として測定を行い,検討を行ったものである。死腔負荷装置の最大死腔量は3L,最小
 死腔量はOしで,接続部分に約60m1の死腔が存在する。死腔量は20秒毎に100m1ずつ機械的
ロ
 に段階的に増加するように設定している。従来法と異なる点として,Vα測定が呼気ガス分析
 装置を用いて行われている点,吸入気が室内気である点である。安静呼吸2分後,死腔負荷を開
 始し,死腔が3しに到達した時点で終了するか,被験者が負荷に耐えられなくなるか,あるいは
 SpO,が85%以下になれば測定を終了させた。呼吸困難度はBorgスケールを用いて評価させた。
コ
 結果によると,最終到達死腔量の平均は2111.5±621.2m1,VEの最大値は37.0±20.2L/mh1で,
の
 VEは死腔増大とともに増大し,単位死腔量に対する換気増大の割合は,17.4±6.4L/min/しで
 あった。また,呼気終末二酸化炭素濃度(PETCO,)に対する換気量増大の割合は1.3±1,1
むゆ
 1./mill/mmHgであった。本システムを用いた測定において,VEとVO1の関係を見ると,大
 きく分けて「時計回り」と「反時計回り」の2種類のパターンがあり,呼吸筋酸素消費量の指標
む
 となる,いわゆるVO,reSpは死腔負荷解除後の安定回復過程のデータを採用して計算し,平均
ロ
 0.0437±0.0152であった。また,このVO!respはVC,FEV1と有意な相関を示した(r一一〇.608,
 p<0.001;r=一〇.626,p<0.001)。本システムで求められた値はTakishimaらが求めた値よりも高
 かった。
 本研究は,新しくシステムを開発し特許の申請を行っていること,本システムで初めて死腔換
 気負荷を行って換気応答パターンが少なくとも2種類あることを発見し,さらにCOPDなどに
 おける呼吸筋酸素消費量の測定方法の確立の基礎データとなるべき基準の成績を初めて示した。
 よって,本論文は博士(医学)の学位論文として合格と認める。
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